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榊、

　　／
　　1　～
まくが走っているところ

｛，

繍

　
　
　
　
　
、

　　　　　　1轟、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たきざわみゆきさん
　　＿男．・・、磁乱．二諏、ポ～．．、孫［轟←＿．＿

玉入れをしている所、みん’でおうえんしているよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかはしなみさん
かおりちゃんと私が玉入れをしているところ

『

広報

リラの
198910月号（Nd64）

しまだゆうくん
▼
8
月
の
で
き
ご
と

20　14　12　9　 8　 4　　2　　1

illl日目ill llll
21
日

大
棟
山
博
物
館
オ
㌧
フ
ン

議
会
総
務
民
生
委
員
会

〃
建
設
委
員
会

町
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
会

民
宿
ゆ
の
し
ま
オ
ー
ゾ
ン

　
　
警
ま
つ
り

第
2
回
町
民
、
、
、
、
ニ
ベ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

民
生
禾
久
口
目
へ
ヘ
バ

おめでた（幽生）
孝鎌ちゃん久保田雅雄さんの長女（曽

大地ちゃん　小野塚文雄さんの長男　　（東

　おく寧み（死亡）

村山　ヨリさん　80歳　　（松之山）　彦八

福原　忠古さん　67歳　　（小　谷）　下村

高橋勝四郎さん　80歳　　（天水島）　角院

※8月1日から31日までの届出分です。

根
川

由
日
東

31292524211　11Fl　I　l　l　l

　
．
、
　
！
く
、

納
戚
く
吾
雌
糧
衆
経
…
漸
禾
久
昌
ハ
ヘ
ム

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
会

農
業
委
員
会
総
会

農
業
共
済
嘱
託
員
会
議

▼
9
月
の
予
定

86426
日

』
、

眺

水
稲
損
害
評
価
打
合
せ
会

森
林
組
合
役
員
会

法
務
総
合
相
談
（
セ
ン
タ

ー
）ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証

式9
月
定
例
議
会
（
”
日
ま

で
）

皿
　
各
部
落
の
秋
祭
り
が
終
わ
る
と

秋
本
番
。
猫
の
手
も
借
り
た
く
な

㎝
る
ほ
ど
忙
が
し
い
時
期
に
な
り
ま

㎜
し
た
．

　
　
稲
作
の
方
も
、
や
や
遅
れ
ぎ
み

と
は
い
え
天
候
に
恵
ま
れ
、
豊
作

の
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
秋
雨
の

　
　
を
　
え
ま
す
が
ヤ
あ
ま
り
　

一
く
続
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
、

ま
た
、
農
作
業
に
よ
る
事
故
土

ガ
が
多
く
発
生
す
る
の
も
こ
れ
か

一
ら
で
す
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

7
。
　
し　
町
で
は
”
ふ
る
さ
と
創
生
一
億

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

』
円
”
の
使
い
み
ち
を
募
集
し
て
い
一

一
ま
す
。
九
月
末
H
が
し
め
切
り
日
』

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

…
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

一
ど
し
ど
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
　
『

…
瓦
月
一
日
の
人
目
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

㎜
総
人
H
／
、
二
、
九
堅
（
▲
、
一
＝

㎜
　
　
男
／
一
、
九
一
．
一
〇
（
▲
一
）
皿

一
、
　
女
／
・
．
、
○
、
二
（
▲
一
）
、

［
構
警
．
充
交
き
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芸
　
）
内
は
八
月
一
日
と
の
比
較
一

一
▲
は
減

一
広
報
ま
つ
の
や
ま
九
月
号
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

「㎜一

平
成
黍
九
月

・
H
発
五

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町
　
　
　
㎜

　
　
盈
六
1
…
』
一
、
』
∴
　
　
　
［

編
集
／
議
黍
鷺
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
」

長
雨
の
影
響
で
農
作
業
が

思
う
よ
う
に
進
ま
ず

イ
ラ
イ
ラ
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す

米
の
出
荷
も

昨
年
の
半
分
以
下
と

深
刻
な
状
態
だ
そ
う
で
す
。

松
之
山
部
落
の
秋
祭
り
も

雨
に
降
ら
れ
残
念
で
し
た
。
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総
額
二
四
億
八
、
九
六
四
万
九
千
円
に

　
平
成
一
兀
年
度
九
月
定
例
議
会
が

一
＋
六
日
・
二
十
七
日
の
二
H
問

開
催
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
度
の

一
般
二
二
特
別
会
計
の
決
算
、
平

成
元
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
の

改
．
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
全
て
．
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
・
一
王
な
も
の
は
、
　
一
般
。

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
．
簡

易
水
道
事
業
の
決
算
と
一
般
質
問
。

五
つ
の
町
条
例
の
一
部
改
正
、
一

般
・
国
保
・
簡
水
の
補
正
予
算
。

町
教
育
委
員
会
委
員
及
び
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
。
二
年

ご
と
に
改
選
さ
れ
る
町
議
会
常
任

委
員
会
委
員
の
指
名
。
ま
た
、
冬

の
雪
に
備
え
て
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

車
を
一
台
購
入
す
る
事
な
ど
が
主

に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
六
回
）
の
・
王
な
も
の
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
の
残
り
八
、

O
O
O
万
円
が
交
付
さ
れ
た
事
に

よ
り
、
そ
の
使
い
み
ち
の
審
査
及

び
表
彰
関
係
で
三
一
万
五
千
円
あ

ま
り
が
、
ま
た
、
こ
の
夏
大
厳
寺

に
お
け
る
食
中
毒
に
関
連
し
、
再

発
防
止
の
た
め
の
水
道
整
備
費
と

し
て
一
六
〇
万
五
千
円
。
こ
の
時

の
賠
償
補
償
料
と
し
て
五
四
万
三

千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
費
と
し
て
は
、
地
質
調
査

的
方
法
に
よ
る
新
し
い
温
泉
脈
探

査
に
三
六
〇
万
円
、
来
年
予
定
さ

れ
て
い
る
湯
本
共
同
浴
場
の
地
質

調
査
に
一
〇
〇
万
円
、
建
設
積
立

金
と
し
て
一
、
O
O
O
万
円
が
補

正
さ
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
任
期
満
了
に
と
も
な

い
改
選
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、

町
教
育
委
員
会
委
員
一
名
（
高
波

仁
一
郎
氏
・
松
口
・
再
選
）
と
、

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
一
名

（
高
沢
宏
延
氏
・
大
荒
戸
・
再
選
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員
が
行

い
、
町
長
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
議
会
報
で
紹
介

し
ま
す
。

補正予算の主なもの

　　30万円

8，000万円

1億520万円

329万6千円

　140万円

　100万円

　360万円

　200万円
1，000万円

150万円

100万円

167万円

200万円

〉総務費

ふるさと創生提言表彰費

ふるさ創生基金積立

町債管理基金積立

〉農林水産業費

（林業振興費）

キャンプ場便所工事費増

大厳寺水道工事費増

〉商工費

共同浴場地質調査委託料

温泉脈調査委託料

夜泣き松周辺整備事業補助金（水梨

観光施設整備基金積立

〉教育費

松里小浄化槽改修工事費

松之山中体育館照明設備改修工事

〉災害復旧費

天水越地区地質調査委託料

〉諸支出金

北越急行株式会社増資初年度分

◎国民健康保険特別会計（第1回）

○事業勘定　　1，997万4千円を追加し、総額4億2，3

　28万6千円とする。

o直診勘定　1，096万5千τ円を追加し、総額2億5，6

　22万4千円とする。

◎簡易水道事業特別会計（第3回）

　373万9千円を追加し、総額7，308万6千円とする。

　　　　　　　　　　　　詔∴1

翻■』9

　
九
月
定
例
議
会
で
は
昭
和
六
十

三
年
度
の
一
般
及
び
三
特
別
会
計

の
決
算
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
一
般
会

計
で
は
歳
入
で
二
四
億
九
、
八
一

一
万
四
、
三
五
六
円
、
歳
出
で
二

四
億
一
、
八
八
七
万
五
、
三
八
二

円
と
な
り
、
差
引
七
、
九
二
三
万

八
、
九
七
四
円
の
黒
字
決
算
と
な

昭縄年度緯癩為

7，923万昏＄7謂レ

り
ま
し
た
。

　
対
前
年
で
比
較
し
て
み
る
と
歳

入
で
一
三
・
四
％
の
減
、
歳
出
で

一
四
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
松
之
山
小
学
校
建

設
事
業
と
大
規
模
土
地
改
良
事
業

の
完
成
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
原

因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
税
金
、
い
わ
ゆ
る
町
民
の
負
担

状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、

税
収
入
で
二
億
三
六
八
万
七
千
円
、

税
外
収
入
で
一
億
二
、
五
七
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
鮒
　
ー

　
　
　
翫
　
円
　
千
　
弄
金

　
、
別
担

　
3
6
負

税
億
金

　
2
担

町
　
　
分

　6，547万3千円（2．6％

使用料・手数料

　4，009万1千円（1．6％

三
千
円
の
合
計
三
億
二
、
九
三
九

万
円
と
な
り
、
町
民
一
人
当
り
（
三
、

九
六
〇
人
）
に
す
る
と
約
八
万
三
、

一
七
九
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
町

民
負
担
額
の
歳
入
決
算
額
に
対
す

る
割
合
は
、
＝
一
丁
二
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
．

　
町
債
（
町
の
借
金
）
の
状
況
は

と
い
う
と
、
六
三
年
度
末
の
現
在

高
は
二
七
億
二
、
三
一
一
万
八
千

円
と
な
り
、
一
年
間
の
町
予
算
額

を
上
回
る
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鮒

　
　
潟
　
ω

　
　
円
　
千

　
　
　

　
　
万

入
1
3
収
ゆ
産
2

財
　　　　・億・・舗1艦翫
県支出金（1・．・％）13・2％

　2億5，073万
　　　　3千円
　　　　（10．0％〉

町　債
2億6，530フラ』円
（10．6％）

　　　　　　　　地方交付税

14億214万4千円

　56．1％

こ
れ
は
、
町
民
一
人
当
り
六
八
万

八
千
円
（
対
前
年
一
万
七
千
円
増
）

の
借
金
を
か
か
え
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
公
債
比
率
も
一
七
・

八
％
に
上
昇
し
、
ま
す
ま
す
苦
し

い
台
所
事
情
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
三
特
別
会
計
の
決

算
状
況
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

○
歳
入
　
三
億
七
、
九
四
四
万
二
、

　
　
　
　
二
五
五
円

入歳

国庫支出金そ、の他

議会費49，520千円（2．0％）

○
歳
出
　
三
億
五
、
三
七
八
万
四
、

　
　
　
一
二
五
円

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算

○
歳
入
■

○
歳
出

三
億
一
、
〇
二
四
万
九

二
円
三
億
五
四
七
万
一
、
四

一
一
四
円

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

○
歳
入

○
歳
出

六
、
五
五
六
万
四
、

三
九
円

六
、
四
八
二
万
五
、

五
六
円

民生費
158，964千円
（6．6％）

　衛生費

帰
　93，523千
　（3．9％）

　労働費
　3，912千ll
　（0．2％）

農林水産業費
　437，633千円
＼（18．1％）

二四

　総務費　＼
285，227千円
（11．8％）／

　
9
円

費
04
千
知

工
α
　
3

商
2
0
帆

出歳

他
円
知

の
千
8

そ
4
5
L

費
謁
q

育
86
教
2

公債費
450，431千円
（18．6％）

　　　　　土木費
　　　　　382，575千円
消防費　　　（15・8％）

髄円
③
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六
四
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九
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定
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が

一
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・
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十
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の
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催
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、
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六
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度
の
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会
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の
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条
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改
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正
な
ど
が
審
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さ
れ
、
全
て
．
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
の
・
一
王
な
も
の
は
、
　
一
般
。

国
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健
康
保
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・
老
人
保
健
．
簡

易
水
道
事
業
の
決
算
と
一
般
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の
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条
例
の
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改
正
、
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・
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・
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水
の
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正
予
算
。
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教
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委
員
会
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及
び
固
定
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産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
。
二
年

ご
と
に
改
選
さ
れ
る
町
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会
常
任
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会
委
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の
指
名
。
ま
た
、
冬

の
雪
に
備
え
て
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪

車
を
一
台
購
入
す
る
事
な
ど
が
主

に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
六
回
）
の
・
王
な
も
の
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
の
残
り
八
、

O
O
O
万
円
が
交
付
さ
れ
た
事
に

よ
り
、
そ
の
使
い
み
ち
の
審
査
及

び
表
彰
関
係
で
三
一
万
五
千
円
あ

ま
り
が
、
ま
た
、
こ
の
夏
大
厳
寺

に
お
け
る
食
中
毒
に
関
連
し
、
再

発
防
止
の
た
め
の
水
道
整
備
費
と

し
て
一
六
〇
万
五
千
円
。
こ
の
時

の
賠
償
補
償
料
と
し
て
五
四
万
三

千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
観
光
費
と
し
て
は
、
地
質
調
査

的
方
法
に
よ
る
新
し
い
温
泉
脈
探

査
に
三
六
〇
万
円
、
来
年
予
定
さ

れ
て
い
る
湯
本
共
同
浴
場
の
地
質

調
査
に
一
〇
〇
万
円
、
建
設
積
立

金
と
し
て
一
、
O
O
O
万
円
が
補

正
さ
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
任
期
満
了
に
と
も
な

い
改
選
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、

町
教
育
委
員
会
委
員
一
名
（
高
波

仁
一
郎
氏
・
松
口
・
再
選
）
と
、

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
一
名

（
高
沢
宏
延
氏
・
大
荒
戸
・
再
選
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員
が
行

い
、
町
長
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
議
会
報
で
紹
介

し
ま
す
。

補正予算の主なもの

　　30万円

8，000万円

1億520万円

329万6千円

　140万円

　100万円

　360万円

　200万円
1，000万円

150万円

100万円

167万円

200万円

〉総務費

ふるさと創生提言表彰費

ふるさ創生基金積立

町債管理基金積立

〉農林水産業費

（林業振興費）

キャンプ場便所工事費増

大厳寺水道工事費増

〉商工費

共同浴場地質調査委託料

温泉脈調査委託料

夜泣き松周辺整備事業補助金（水梨

観光施設整備基金積立

〉教育費

松里小浄化槽改修工事費

松之山中体育館照明設備改修工事

〉災害復旧費

天水越地区地質調査委託料

〉諸支出金

北越急行株式会社増資初年度分

◎国民健康保険特別会計（第1回）

○事業勘定　　1，997万4千円を追加し、総額4億2，3

　28万6千円とする。

o直診勘定　1，096万5千τ円を追加し、総額2億5，6

　22万4千円とする。

◎簡易水道事業特別会計（第3回）

　373万9千円を追加し、総額7，308万6千円とする。

　　　　　　　　　　　　詔∴1
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九
月
定
例
議
会
で
は
昭
和
六
十

三
年
度
の
一
般
及
び
三
特
別
会
計

の
決
算
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
一
般
会

計
で
は
歳
入
で
二
四
億
九
、
八
一

一
万
四
、
三
五
六
円
、
歳
出
で
二

四
億
一
、
八
八
七
万
五
、
三
八
二

円
と
な
り
、
差
引
七
、
九
二
三
万

八
、
九
七
四
円
の
黒
字
決
算
と
な

昭縄年度緯癩為

7，923万昏＄7謂レ

り
ま
し
た
。

　
対
前
年
で
比
較
し
て
み
る
と
歳

入
で
一
三
・
四
％
の
減
、
歳
出
で

一
四
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
松
之
山
小
学
校
建

設
事
業
と
大
規
模
土
地
改
良
事
業

の
完
成
に
よ
る
も
の
が
大
き
な
原

因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
税
金
、
い
わ
ゆ
る
町
民
の
負
担

状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、

税
収
入
で
二
億
三
六
八
万
七
千
円
、

税
外
収
入
で
一
億
二
、
五
七
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
鮒
　
ー

　
　
　
翫
　
円
　
千
　
弄
金

　
、
別
担

　
3
6
負

税
億
金

　
2
担

町
　
　
分

　6，547万3千円（2．6％

使用料・手数料

　4，009万1千円（1．6％

三
千
円
の
合
計
三
億
二
、
九
三
九

万
円
と
な
り
、
町
民
一
人
当
り
（
三
、

九
六
〇
人
）
に
す
る
と
約
八
万
三
、

一
七
九
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
町

民
負
担
額
の
歳
入
決
算
額
に
対
す

る
割
合
は
、
＝
一
丁
二
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
．

　
町
債
（
町
の
借
金
）
の
状
況
は

と
い
う
と
、
六
三
年
度
末
の
現
在

高
は
二
七
億
二
、
三
一
一
万
八
千

円
と
な
り
、
一
年
間
の
町
予
算
額

を
上
回
る
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鮒

　
　
潟
　
ω

　
　
円
　
千

　
　
　

　
　
万

入
1
3
収
ゆ
産
2

財
　　　　・億・・舗1艦翫
県支出金（1・．・％）13・2％

　2億5，073万
　　　　3千円
　　　　（10．0％〉

町　債
2億6，530フラ』円
（10．6％）

　　　　　　　　地方交付税

14億214万4千円

　56．1％

こ
れ
は
、
町
民
一
人
当
り
六
八
万

八
千
円
（
対
前
年
一
万
七
千
円
増
）

の
借
金
を
か
か
え
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
公
債
比
率
も
一
七
・

八
％
に
上
昇
し
、
ま
す
ま
す
苦
し

い
台
所
事
情
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
三
特
別
会
計
の
決

算
状
況
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

○
歳
入
　
三
億
七
、
九
四
四
万
二
、

　
　
　
　
二
五
五
円

入歳

国庫支出金そ、の他

議会費49，520千円（2．0％）

○
歳
出
　
三
億
五
、
三
七
八
万
四
、

　
　
　
一
二
五
円

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算

○
歳
入
■

○
歳
出

三
億
一
、
〇
二
四
万
九

二
円
三
億
五
四
七
万
一
、
四

一
一
四
円

▼
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算

○
歳
入

○
歳
出

六
、
五
五
六
万
四
、

三
九
円

六
、
四
八
二
万
五
、

五
六
円

民生費
158，964千円
（6．6％）

　衛生費

帰
　93，523千
　（3．9％）

　労働費
　3，912千ll
　（0．2％）

農林水産業費
　437，633千円
＼（18．1％）

二四

　総務費　＼
285，227千円
（11．8％）／

　
9
円

費
04
千
知

工
α
　
3

商
2
0
帆

出歳

他
円
知

の
千
8

そ
4
5
L

費
謁
q

育
86
教
2

公債費
450，431千円
（18．6％）

　　　　　土木費
　　　　　382，575千円
消防費　　　（15・8％）

髄円
③
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松
之
山
ラ
イ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
式

1こン

認ズ
証ク
さラ

れブ

る

喜びのあいさつをする初代会長柳靖治さん（9月10日）

　
今
年
四
月
．
一
卜
三
日
に
結
成
式

を
行
っ
た
”
松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
”
が
、
九
月
卜
口
に
町
民

体
育
館
で
認
証
状
伝
達
式
を
行
い
、

正
式
に
県
一
ト
ヒ
十
、
．

、
番
H
の
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
認
証
さ
れ

ま
し
た
。

　
チ
ャ
ー
タ
ー
ナ
イ
ト
と
呼
ば
れ

る
こ
の
認
証
式
に
は
、
千
葉
や
群

馬
、
県
内
の
三
十
三
ク
ラ
ブ
及
び

隊山弓霧環獲璽蔓

魏〃箸

縣，魍いを表敬訪問
，　幽一一ブ．瓢　、
暴　あい・つ　スブ　　鎌㍊監謡薄昊継

　　　　　齢遡顯熟※鯵揖聾
　．＿．畠．一A《邑鰯丁0　 ＿六、ソ嘉1慌冬冴　。弍学六シ

　
松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認

証
式
に
マ
レ
ー
シ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
代
表
六
名
と
、
現
地
の

日
本
人
学
校
の
学
生
（
女
性
六
名
）

が
招
待
さ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
関
係
は
、
昨

年
、
町
長
ほ
か
各
層
の
代
表
が
同

国
を
訪
れ
、
地
元
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
や
色
々
の
方
々

と
交
流
を
し
て
来
た
事
が
あ
り
、

松
之
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成

の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も
言
わ

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
ト
ニ
名
の
親
誇

参
加
者
を
含
め
四
．
白
三
卜
名
ほ
ど

の
方
が
出
席
、
県
知
事
（
佐
藤
出

納
．
長
代
理
）
や
国
会
議
員
の
方
も

来
賓
と
し
て
招
待
さ
れ
る
な
ど
、

人
変
盛
大
に
行
わ
れ
、
一
．
一
、
壬
．
一
A

地
．
区
ガ
バ
ナ
ー
人
島
宗
作
氏
よ
り

初
代
会
．
長
　
柳
靖
治
氏
に
認
証
状

が
伝
達
さ
れ
、
一
二
十
二
名
の
松
之

山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
正
式
に

　
　
　
　
　
　
％チャーターナイト記念事業の目録が会長力

村山町長に手渡される

れ
て
い
ま
す
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
行
十
二
人
は
、

九
月
九
日
の
夕
方
松
之
山
に
到
着
、

，
こ
の
日
は
浦
田
渋
海
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ゆ
の
し
ま
に
宿
泊
し
て
豪
．
宙
塾

メ
ン
バ
ー
と
交
歓
会
を
行
い
、
十

日
は
ラ
イ
才
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
認
証

式
に
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
H
マ

レ
ー
シ
ア
の
女
性
の
皆
さ
ん
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
踊
り
を
披
露
す

る
な
ど
、
式
典
を
盛
り
L
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
十
一
日
は
松
之
山
小
学
校
を
見

妬

センターで行われた歓迎式。　「松之山は自然に恵まれ、

大変良い所ですね」と話していました

世
界
の
仲
間
人
り
を
、
し
ま
し
た
，

　
同
ク
ラ
ゾ
は
、
こ
の
結
成
記
へ
．
心

事
業
と
し
て
、
松
之
山
町
へ
時
計

塔
一
基
・
松
之
山
町
学
竜
水
泳
人

会
へ
金
メ
ダ
ル
・
町
民
体
育
友
会

へ
ト
ロ
フ
で
ー
・
町
“
仕
会
福
祉
協

議
会
老
人
福
祉
へ
金
．
封
を
贈
呈

し
、
当
日
村
山
町
長
に
目
録
を
F

渡
し
ま
し
た
。
こ
の
中
の
時
計
塔

は
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
入
口

に
升
…
て
ら
れ
て
い
長
り
の
で
、
ご

砲
ノ
・
だ
さ
い
。

　
こ
の
認
証
式
で
は
、
浦
田
山
村

留
学
生
の
r
供
た
ち
が
全
H
ハ
で
協

ヵ
を
し
て
く
れ
、
式
典
で
は
認
証

状
を
運
ぶ
役
を

、
ま
た
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ノ
ー
で
は
、
．
生
懸
命
練
習

を
積
ん
だ

”
山
留
太
鼓
”
を
皆
さ

ん
に
披
露
し
て
、
式
典
に
華
を
添

え
て
く
れ
虫
し
た
。

　
ラ
イ
イ
ン
ズ
ク
ラ
ゾ
の
皆
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
は
奉

仕
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を

行
い
、
よ
り
柔
い
町
づ
く
り
に
一

役
か
っ
て
く
れ
る
嘔
と
思
い
ま
す
。

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
入
口
に
建
て
ら
れ
た
記
念
の
時
計
塔

　
こ
の
ほ
か
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
金
が
、
ま
た
町
民
体
育
大
会
と

　
学
童
水
泳
大
会
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
メ
ダ
ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

欝
飾
㌶
饗
△
翻
導

一

記
念
品
の
交
換
、

国
の
有
名
な
所
を
彫
り
込
ん
だ
置
き

物
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た

　
○魯ヒ伽

A田
　
　
　
　
ノ
　
　
養
　
｝

換
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
一
行
は
ト
．
一
日
午
前
中
ま
で
松

之
山
に
滞
在
し
、
各
方
面
と
の
交

流
や
視
察
を
し
て
帰
え
ら
れ
ま
し

た
。　
国
際
化
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今

H
、
こ
の
よ
う
な
交
流
が
生
ま
れ

た
事
は
大
変
有
意
、
茂
な
こ
と
か
と
‘

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

oσ　　・1／
4　ん、　ρう　　　o
　　　　　　　　o
　　　　＼
　　　　　　＼

11月9日は　様
「119番」の日です

　
一
一
九
番
は
、
火
災
・
救
急
の

通
報
専
用
で
す
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
災
害
・
事
故
に

で
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
、
あ
わ
て
ず
正
確
に
一
一
九

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
！

　
《
一
一
九
、
番
が
通
じ
た
ら
》

▽
火
災
か
救
急
か
告
げ
る

▽
来
て
ほ
し
い
場
所
の
住
所
と

　
目
標
物

▽
事
故
や
病
気
の
種
類

▽
患
者
の
年
齢
、
性
別

▽
患
折
の
容
態
　
（
意
識
が
あ
る
か
、

　
出
血
が
あ
る
か
等
）

▽
通
報
者
の
名
前

⑤
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伝
達
さ
れ
、
一
二
十
二
名
の
松
之

山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
正
式
に

　
　
　
　
　
　
％チャーターナイト記念事業の目録が会長力

村山町長に手渡される

れ
て
い
ま
す
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
行
十
二
人
は
、

九
月
九
日
の
夕
方
松
之
山
に
到
着
、

，
こ
の
日
は
浦
田
渋
海
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ゆ
の
し
ま
に
宿
泊
し
て
豪
．
宙
塾

メ
ン
バ
ー
と
交
歓
会
を
行
い
、
十

日
は
ラ
イ
才
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
認
証

式
に
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
H
マ

レ
ー
シ
ア
の
女
性
の
皆
さ
ん
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
踊
り
を
披
露
す

る
な
ど
、
式
典
を
盛
り
L
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
十
一
日
は
松
之
山
小
学
校
を
見

妬

センターで行われた歓迎式。　「松之山は自然に恵まれ、

大変良い所ですね」と話していました

世
界
の
仲
間
人
り
を
、
し
ま
し
た
，

　
同
ク
ラ
ゾ
は
、
こ
の
結
成
記
へ
．
心

事
業
と
し
て
、
松
之
山
町
へ
時
計

塔
一
基
・
松
之
山
町
学
竜
水
泳
人

会
へ
金
メ
ダ
ル
・
町
民
体
育
友
会

へ
ト
ロ
フ
で
ー
・
町
“
仕
会
福
祉
協

議
会
老
人
福
祉
へ
金
．
封
を
贈
呈

し
、
当
日
村
山
町
長
に
目
録
を
F

渡
し
ま
し
た
。
こ
の
中
の
時
計
塔

は
、
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
入
口

に
升
…
て
ら
れ
て
い
長
り
の
で
、
ご

砲
ノ
・
だ
さ
い
。

　
こ
の
認
証
式
で
は
、
浦
田
山
村

留
学
生
の
r
供
た
ち
が
全
H
ハ
で
協

ヵ
を
し
て
く
れ
、
式
典
で
は
認
証

状
を
運
ぶ
役
を

、
ま
た
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ノ
ー
で
は
、
．
生
懸
命
練
習

を
積
ん
だ

”
山
留
太
鼓
”
を
皆
さ

ん
に
披
露
し
て
、
式
典
に
華
を
添

え
て
く
れ
虫
し
た
。

　
ラ
イ
イ
ン
ズ
ク
ラ
ゾ
の
皆
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
「
わ
れ
わ
れ
は
奉

仕
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を

行
い
、
よ
り
柔
い
町
づ
く
り
に
一

役
か
っ
て
く
れ
る
嘔
と
思
い
ま
す
。

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
入
口
に
建
て
ら
れ
た
記
念
の
時
計
塔

　
こ
の
ほ
か
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
金
が
、
ま
た
町
民
体
育
大
会
と

　
学
童
水
泳
大
会
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
メ
ダ
ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

欝
飾
㌶
饗
△
翻
導

一

記
念
品
の
交
換
、

国
の
有
名
な
所
を
彫
り
込
ん
だ
置
き

物
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た

　
○魯ヒ伽

A田
　
　
　
　
ノ
　
　
養
　
｝

換
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
一
行
は
ト
．
一
日
午
前
中
ま
で
松

之
山
に
滞
在
し
、
各
方
面
と
の
交

流
や
視
察
を
し
て
帰
え
ら
れ
ま
し

た
。　
国
際
化
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今

H
、
こ
の
よ
う
な
交
流
が
生
ま
れ

た
事
は
大
変
有
意
、
茂
な
こ
と
か
と
‘

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

oσ　　・1／
4　ん、　ρう　　　o
　　　　　　　　o
　　　　＼
　　　　　　＼

11月9日は　様
「119番」の日です

　
一
一
九
番
は
、
火
災
・
救
急
の

通
報
専
用
で
す
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
災
害
・
事
故
に

で
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
、
あ
わ
て
ず
正
確
に
一
一
九

番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
！

　
《
一
一
九
、
番
が
通
じ
た
ら
》

▽
火
災
か
救
急
か
告
げ
る

▽
来
て
ほ
し
い
場
所
の
住
所
と

　
目
標
物

▽
事
故
や
病
気
の
種
類

▽
患
者
の
年
齢
、
性
別

▽
患
折
の
容
態
　
（
意
識
が
あ
る
か
、

　
出
血
が
あ
る
か
等
）

▽
通
報
者
の
名
前

⑤
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び
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ひ
と

し
お
か
と
思
い
ま
す
が
、
作
柄
の

方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
秋
雨
の
時
期
と
は
い
え
晴
天

が
な
く
、
困
っ
た
も
の
で
す
。
農

作
業
も
ず
い
分
遅
れ
が
ぢ
と
な
り
、

米
の
供
出
が
誠
に
少
な
い
と
い
う

話
で
す
。
十
月
か
ら
の
天
気
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
も
一
年
間
の
農
業
生
産
と

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
・
展
示

し
あ
う
「
第
八
回
　
農
業
・
芸
能

祭
し
が
、
十
月
二
十
九
H
に
セ
ン

タ
ー
及
び
町
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
前
日
の
二
十
八
口
に
は
、

町
内
養
鯉
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
”
錦

鯉
品
評
会
”
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
米
生
産
の
意
欲
や
所
得
の
向
」

を
目
指
す
た
め
取
り
組
ん
で
来
た

「
良
質
米
安
定
多
収
穫
共
励
会
」
。

今
年
か
ら
”
米
代
金
の
部
”
に
一

本
化
さ
れ
、
比
較
検
討
が
な
さ
れ

ま
す
。
ど
ん
な
成
績
が
生
ま
れ
る

か
興
味
が
持
た
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
野
菜
・
牛
肉
の
展

示
即
売
。
農
業
や
除
雪
機
械
の
展

示
。
毎
回
大
変
好
評
の
モ
チ
・
お

に
ぎ
り
・
手
打
ち
そ
ば
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
。
わ
が
家
の
味
と
香
り
展

な
ど
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ば
い
。

　
体
育
館
の
中
で
は
唄
や
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
町
美
術
展
も
同

時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
秋

の
く
た
び
れ
直
し
に
家
族
で
来
て

見
て
く
だ
さ
い
。

　磯
、塾

更
・

ほしい野菜は早めに行かないと

すぐ無くなりますよ

擁
蓄
展
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、
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松
之
鵬
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讐
オ
た

轡
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会
∴
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講
、
’

直
王
旦
↓
蓬
、
娼

看
旦
孝
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濯
コ
．
。

塚
凱
民
会
讐
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瓢
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術
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務
薄
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
㌧
・
・
　
柱
－
情
旦

　
　
｛
会
画
、
彫
塑
．
ー
，
ノ
　
「
，
、
，

、
懲
鴇
薫
騒
、
捗

　
　
　
　
そ
の
技
術
を
競
う
こ
象
轡
評

　
　
々
技
術
が
向
ヒ
し
素
晴
し
し
伯
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
が
生
ま
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
I
I
・
ら
も
四
部
門
に
多

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
㌻

10目21日
　　（ノ23日

）
良
嫉
喪
さ
れ
ま
す
の
で
、

く
0
作
占
カ
ー
ー

ち
ょ
っ
蓬
い
で
す
が
是
非
、
混

学
署
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

－
ま
す
。

）
気
こ
こ
に
濃
さ
れ
た
詐

占
よ
、
卜
月
二
十
八
日
か
ら
三
↓

君
畜
然
休
霜
セ
ン
て
で

翻
さ
れ
る
．
町
美
術
展
、
に
も

　
　
　
　
　
　
ハ
　
の

　
h
矯
さ
れ
ま
づ

娼
術
支
化
の
秋
で
す
．
薄

ん
で
口
の
保
養
は
い
か
が
で
す
カ

多転一

孫しい作副出品される
郡美術展（松之山会場より）

．
◎鶴

　
　
．
艦
》◎みんなの声を行政に

行政相談週問10月15日～21日◎◎◎◎

　
み
な
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
付
け

て
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
年
に
一

回
行
政
相
談
週
間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
十
月
十
五
日

か
ら
二
十
一
日
が
こ
の
週
間
に
あ

た
り
ま
す
。

　
町
で
は
こ
の
行
政
相
談
週
間
に

あ
わ
せ
、
上
川
手
部
落
と
上
鍛
池

部
落
の
ニ
カ
所
で
行
政
懇
談
会
と

座
談
会
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
は

部
落
役
員
や
グ
ル
ー
プ
代
表
、
一

般
の
方
々
と
、
ど
な
た
で
も
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
良
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
行
政
に

対
し
て
疑
問
や
不
満
、
要
望
等
を

お
持
ち
の
方
は
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
松
之
山
町
の
行
政
相
談

員
は
、
猪
俣
栄
二
さ
ん
（
松
之
山

ナ
オ
ヤ
）
で
す
。

　
い
つ
で
も
自
宅
で
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
の
で
、
相
談
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
周
囲
で
も
、
交
通
事

故
、
詐
欺
、
一
お
ど
し
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
（
こ
れ
を
「
不
起
訴

処
分
」
と
い
い
ま
す
。
）
の
で
、
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
、
こ
ん
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

ゆ
　
へ

ぐ

勉

泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、
検
察
審

査
会
事
務
局
に
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
、
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
国

民
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て
健
全

な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し
て
く
れ

る
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
審
査
の
申
立
て
に
は
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
住
所
　
上
越
市
大
手
町
一
－
二

　
　
　
　
六

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
構

　
内
電
話
〇
二
五
五
ー
二
四
ー

　
五
一
六
〇
番

税
の
相
談
は
”
税
務
相
談
室
”
へ

　
税
金
に
関
し
て
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

ん
な
と
き
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
税
務
相
談
室
は
、
国
税
局
を
は

じ
め
管
内
の
主
要
な
税
務
署
一
九

カ
所
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
税
務
相
談
室
で
は
、
税
に
つ
い

て
の
知
識
や
経
験
の
豊
富
な
相
談

官
が
、
皆
さ
ん
の
税
金
に
関
す
る

相
談
や
苦
情
に
親
切
・
丁
寧
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
税
務
相
談
室
の
電
話
番
号
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
複
雑
な

問
題
に
つ
い
て
は
、
面
接
に
よ
る

相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

費
〇
二
五
－
二
二
四
ー
三
七
一
〇

　
　
　
　
（
新
潟
税
務
相
談
室
）

⑦



ー
N
≒
1

0

霧
難
．
灘

　
愛
辮
羅
　
　
醐

　
　
　
　
－
。
藤
雛
無

　　　　　　　　　欝　　　　　繋

　　　　講　多難

雛
譲

一
鯖
，
〆
－

灘
羅
翻
臨
．
警

　
　
、
癬

　
収
穫
の
秋
を
迎
え
喜
び
も
ひ
と

し
お
か
と
思
い
ま
す
が
、
作
柄
の

方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、
秋
雨
の
時
期
と
は
い
え
晴
天

が
な
く
、
困
っ
た
も
の
で
す
。
農

作
業
も
ず
い
分
遅
れ
が
ぢ
と
な
り
、

米
の
供
出
が
誠
に
少
な
い
と
い
う

話
で
す
。
十
月
か
ら
の
天
気
に
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

　
今
年
も
一
年
間
の
農
業
生
産
と

文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
・
展
示

し
あ
う
「
第
八
回
　
農
業
・
芸
能

祭
し
が
、
十
月
二
十
九
H
に
セ
ン

タ
ー
及
び
町
民
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
前
日
の
二
十
八
口
に
は
、

町
内
養
鯉
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る
”
錦

鯉
品
評
会
”
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
米
生
産
の
意
欲
や
所
得
の
向
」

を
目
指
す
た
め
取
り
組
ん
で
来
た

「
良
質
米
安
定
多
収
穫
共
励
会
」
。

今
年
か
ら
”
米
代
金
の
部
”
に
一

本
化
さ
れ
、
比
較
検
討
が
な
さ
れ

ま
す
。
ど
ん
な
成
績
が
生
ま
れ
る

か
興
味
が
持
た
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
野
菜
・
牛
肉
の
展

示
即
売
。
農
業
や
除
雪
機
械
の
展

示
。
毎
回
大
変
好
評
の
モ
チ
・
お

に
ぎ
り
・
手
打
ち
そ
ば
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
。
わ
が
家
の
味
と
香
り
展

な
ど
楽
し
い
催
し
物
が
い
っ
ば
い
。

　
体
育
館
の
中
で
は
唄
や
踊
り
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
町
美
術
展
も
同

時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
秋

の
く
た
び
れ
直
し
に
家
族
で
来
て

見
て
く
だ
さ
い
。

　磯
、塾

更
・

ほしい野菜は早めに行かないと

すぐ無くなりますよ

擁
蓄
展

一

一
　
　
　
し

、
聾
松
之
鵬
論
讐
オ
た

轡
術
暖
会
∴
弁
講
、
’

直
王
旦
↓
蓬
、
娼

看
旦
孝
巴
濯
コ
．
。

塚
凱
民
会
讐
鞭
さ
諜
一

　
一　
　
瓢
窒
術
嘗
務
薄
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
㌧
・
・
　
柱
－
情
旦

　
　
｛
会
画
、
彫
塑
．
ー
，
ノ
　
「
，
、
，

、
懲
鴇
薫
騒
、
捗

　
　
　
　
そ
の
技
術
を
競
う
こ
象
轡
評

　
　
々
技
術
が
向
ヒ
し
素
晴
し
し
伯
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
が
生
ま
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
I
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・
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部
門
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
㌻

10目21日
　　（ノ23日

）
良
嫉
喪
さ
れ
ま
す
の
で
、

く
0
作
占
カ
ー
ー

ち
ょ
っ
蓬
い
で
す
が
是
非
、
混

学
署
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

－
ま
す
。

）
気
こ
こ
に
濃
さ
れ
た
詐

占
よ
、
卜
月
二
十
八
日
か
ら
三
↓

君
畜
然
休
霜
セ
ン
て
で

翻
さ
れ
る
．
町
美
術
展
、
に
も

　
　
　
　
　
　
ハ
　
の

　
h
矯
さ
れ
ま
づ

娼
術
支
化
の
秋
で
す
．
薄

ん
で
口
の
保
養
は
い
か
が
で
す
カ

多転一

孫しい作副出品される
郡美術展（松之山会場より）

．
◎鶴

　
　
．
艦
》◎みんなの声を行政に

行政相談週問10月15日～21日◎◎◎◎

　
み
な
さ
ん
の
行
政
に
関
す
る
苦

情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
付
け

て
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
年
に
一

回
行
政
相
談
週
間
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
十
月
十
五
日

か
ら
二
十
一
日
が
こ
の
週
間
に
あ

た
り
ま
す
。

　
町
で
は
こ
の
行
政
相
談
週
間
に

あ
わ
せ
、
上
川
手
部
落
と
上
鍛
池

部
落
の
ニ
カ
所
で
行
政
懇
談
会
と

座
談
会
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
は

部
落
役
員
や
グ
ル
ー
プ
代
表
、
一

般
の
方
々
と
、
ど
な
た
で
も
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
良
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
頃
行
政
に

対
し
て
疑
問
や
不
満
、
要
望
等
を

お
持
ち
の
方
は
気
軽
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
松
之
山
町
の
行
政
相
談

員
は
、
猪
俣
栄
二
さ
ん
（
松
之
山

ナ
オ
ヤ
）
で
す
。

　
い
つ
で
も
自
宅
で
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
の
で
、
相
談
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
周
囲
で
も
、
交
通
事

故
、
詐
欺
、
一
お
ど
し
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
（
こ
れ
を
「
不
起
訴

処
分
」
と
い
い
ま
す
。
）
の
で
、
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
、
こ
ん
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

ゆ
　
へ

ぐ

勉

泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、
検
察
審

査
会
事
務
局
に
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
、
「
く
じ
」
で

選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
国

民
を
代
表
し
、
住
民
と
し
て
健
全

な
良
識
に
従
っ
て
、
検
察
官
の
不

起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し
て
く
れ

る
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
審
査
の
申
立
て
に
は
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

　
住
所
　
上
越
市
大
手
町
一
－
二

　
　
　
　
六

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
構

　
内
電
話
〇
二
五
五
ー
二
四
ー

　
五
一
六
〇
番

税
の
相
談
は
”
税
務
相
談
室
”
へ

　
税
金
に
関
し
て
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

ん
な
と
き
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
税
務
相
談
室
は
、
国
税
局
を
は

じ
め
管
内
の
主
要
な
税
務
署
一
九

カ
所
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
税
務
相
談
室
で
は
、
税
に
つ
い

て
の
知
識
や
経
験
の
豊
富
な
相
談

官
が
、
皆
さ
ん
の
税
金
に
関
す
る

相
談
や
苦
情
に
親
切
・
丁
寧
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
税
務
相
談
室
の
電
話
番
号
は
次

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
複
雑
な

問
題
に
つ
い
て
は
、
面
接
に
よ
る

相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

費
〇
二
五
－
二
二
四
ー
三
七
一
〇

　
　
　
　
（
新
潟
税
務
相
談
室
）

⑦
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飾
年
十
月
、
新
潟
県
の
リ
ゾ
ー

ト
構
想
が
国
の
顔
認
を
曼
け
、
正

式
に
ス
9
ー
ト
し
ま
し
た
。
　
”
雪

と
緑
の
ふ
る
さ
と
「
マ
イ
ニ
フ
ィ

フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
”
と
名
旬

け
ら
れ
た
こ
の
構
想
の
一
地
区
に
、

南
越
後
地
区
が
あ
り
ま
す
。
津
南

町
・
松
之
山
町
・
大
島
村
・
安
塚

町
の
四
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

こ
れ
か
ら
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発

　
　
南
越
後
地
区
整
備
協
議
会
設
立

略轟
　　　‘

関係者60人以上が出席して行われた

設立総会（9月22日休養村センター

⑧

4す
が
＼
こ
れ
か
ら
こ
の
南
越
優
地

区
を
、
ど
の
よ
う
に
開
発
し
て
術

く
か
を
協
議
◎
る
為
、
整
備
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
設
立
総
会
が
九
月
二
十
［
「

日
￥
午
後
二
時
か
ら
松
之
山
自
然

休
欝
村
セ
、
ノ
9
ー
で
開
か
れ
、
県

の
出
先
機
関
や
四
町
村
の
代
表
・

参
画
民
間
企
業
な
ど
か
ら
六
十
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
ま
ず
協
議
会
の
会

則
が
決
め
ら
れ
、
次
に
役
員
の
人

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

初
代
会
長
に
は
松
之
由
町
長
が
、

副
会
長
に
は
他
の
三
町
村
艮
が
就

任
す
る
事
が
￥
満
場
㎜
紋
で
決
ま

り
ま
し
た
。

　
今
後
は
よ
り
良
い
開
発
方
法
を

貝
い
出
す
べ
く
、
会
を
重
ね
て
行

く
事
に
な
り
ま
す
。

顎騨を静山

行つ

2
新
米
の
初
検
査
に

　
平
成
元
年
産
米
の
初
検
査
が
九

目
一
十
五
臼
、
松
之
山
町
農
協
検

奮
場
で
行
わ
れ
、
新
潟
早
生
・
ア

キ
ヒ
カ
リ
・
五
百
万
石
・
は
つ
こ

し
じ
な
ど
、
早
生
品
種
を
中
心
に

｝
、
三
四
一
一
袋
（
三
〇
㎏
詰
）
が

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
に
食
糧
事
務
所
の
重

野
管
理
官
・
山
岸
農
協
組
合
長
ら

が
、
初
検
査
の
挨
拶
を
行
っ
た
後
、

早
速
検
査
に
対
す
る
説
明
が
協
力

員
に
対
し
て
行
わ
れ
、
作
業
に
楊

￥

三
四
三
袋

り
ま
し
た
。

　
検
査
の
万
法
は
．
今
年
か
ら
全

部
抽
出
検
査
に
変
わ
り
、
袋
の
臼

開
け
は
必
要
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
秋
の
長
雨
の
影
響
で
米

の
出
が
悪
く
、
し
か
も
等
級
の
低

下
が
心
配
さ
れ
る
と
い
う
事
で
す
。

こ
ん
な
に
天
気
が
続
か
な
か
づ
た

年
も
珍
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
十

月
に
入
り
天
候
が
回
復
す
る
事
を

祈
り
た
い
で
す
ね
。

今年から全ての検査が抽出で行われる

ようになりました（9月25日）

略
ぐ

轟
F
軋

曜
嵐㌶脚漣’－町

、
一
諺

蓄
籔

仮植えされていたウドの苗を1本i本大切に

選り分ける湯之島の皆さん

ヰ『6『、＿＿＿κ晰＿キ3

山
村
農
業
活
性
化
事
業
で
山
ウ
ド
裁
糟

　
こ
の
ぱ
ど
湯
之
臨
部
落
で
は
県

と
町
の
補
助
を
受
け
て
、
山
ウ
ド

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
、
地
域
特
産
物
の
製
造

販
売
に
よ
り
山
村
農
業
の
活
性
化

を
目
指
す
事
を
目
的
と
し
た
，
巳

村
農
業
活
性
化
事
業
（
県
単
）
”
に

部
落
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
た
も
の

で
、
湯
之
島
部
落
の
上
の
万
に
空

い
て
い
た
ま
地
二
・
［
ヘ
ク
ヲ
ー

ル
に
共
同
山
ウ
ド
団
地
を
造
成
し

ま
し
た
。

　
九
月
十
日
に
は
部
落
全
戸
の
万

が
出
て
苗
の
植
え
つ
け
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
苗
は
松
之
山
町
農

協
さ
ん
が
育
て
た
物
を
現
地
で
仮

植
し
て
い
た
物
で
￥
普
及
所
・

協
職
員
の
指
導
の
も
と
、
　
薔
］
が

か
り
で
植
え
っ
け
ら
れ
ま
し
た
、

　
大
変
広
い
団
地
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
機
会
が
あ
り
諌
し
た
ら
視

察
し
て
み
て
ぐ
、
だ
さ
い
。

　
特
産
品
の
開
発
は
な
か
な
か
大

変
で
す
が
、
頑
張
っ
て
は
し
い
と

思
い
ま
ず
。

雨
に
た
た
ら
れ
た
“
み
こ
し
行
列
”
松
之
山
秋
祭
り
、
・
・
び
と
独
、
・
・
部
．
．
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
し
た
，

騨爵

艶畑

、懇

問隔を開けて肥料と共に植えつけられた

ウドの苗「早く大きくなれよ」

4

鼓笛演奏もテントの中で「残念！」

　
松
之
山
部
落
の
秋
祭
り
が
九
月

三
日
・
三
日
と
行
わ
れ
、
二
日
の

午
後
に
は
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま

で
の
“
み
こ
し
行
列
”
、
松
之
山

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
、

松
之
山
中
学
校
生
徒
の
フ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
な
ど
が
、
ま
た
、
夜
に

は
大
花
火
大
会
が
行
わ
れ
る
な
ど

し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
二
日
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

模
様
の
天
気
で
、
お
み
．
し
し
の
出

発
す
る
頃
か
ら
降
ゆ
出
し
た
雨
が

途
中
力
ら
段
々
強
ぐ
な
り
、
予
定

の
半
分
は
ど
で
行
進
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鼓
笛
隊

や
フ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
も
、
農

協
前
の
テ
ン
ト
の
中
と
、
本
当
に

恨
め
し
い
雨
で
し
た
。

　
そ
の
雨
も
夜
に
は
止
み
、
計
画

し
て
い
た
大
花
火
大
会
も
予
定
通

り
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
部
落

の
万
た
ち
は
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

し
た
。
三
日
の
臼
は
公
く
云
堂
で
大

演
芸
大
会
も
催
さ
れ
、
取
り
入
れ

r
』

せっかくの“おみこし“も雨でぴしょ

ぬれ、ハッピ姿はカッコイイのにね！

●
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事
で
す
。

こ
ん
な
に
天
気
が
続
か
な
か
づ
た

年
も
珍
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
十

月
に
入
り
天
候
が
回
復
す
る
事
を

祈
り
た
い
で
す
ね
。

今年から全ての検査が抽出で行われる

ようになりました（9月25日）

略
ぐ

轟
F
軋

曜
嵐㌶脚漣’－町

、
一
諺

蓄
籔

仮植えされていたウドの苗を1本i本大切に

選り分ける湯之島の皆さん

ヰ『6『、＿＿＿κ晰＿キ3

山
村
農
業
活
性
化
事
業
で
山
ウ
ド
裁
糟

　
こ
の
ぱ
ど
湯
之
臨
部
落
で
は
県

と
町
の
補
助
を
受
け
て
、
山
ウ
ド

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
、

　
こ
れ
は
、
地
域
特
産
物
の
製
造

販
売
に
よ
り
山
村
農
業
の
活
性
化

を
目
指
す
事
を
目
的
と
し
た
，
巳

村
農
業
活
性
化
事
業
（
県
単
）
”
に

部
落
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
た
も
の

で
、
湯
之
島
部
落
の
上
の
万
に
空

い
て
い
た
ま
地
二
・
［
ヘ
ク
ヲ
ー

ル
に
共
同
山
ウ
ド
団
地
を
造
成
し

ま
し
た
。

　
九
月
十
日
に
は
部
落
全
戸
の
万

が
出
て
苗
の
植
え
つ
け
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
苗
は
松
之
山
町
農

協
さ
ん
が
育
て
た
物
を
現
地
で
仮

植
し
て
い
た
物
で
￥
普
及
所
・

協
職
員
の
指
導
の
も
と
、
　
薔
］
が

か
り
で
植
え
っ
け
ら
れ
ま
し
た
、

　
大
変
広
い
団
地
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
機
会
が
あ
り
諌
し
た
ら
視

察
し
て
み
て
ぐ
、
だ
さ
い
。

　
特
産
品
の
開
発
は
な
か
な
か
大

変
で
す
が
、
頑
張
っ
て
は
し
い
と

思
い
ま
ず
。

雨
に
た
た
ら
れ
た
“
み
こ
し
行
列
”
松
之
山
秋
祭
り
、
・
・
び
と
独
、
・
・
部
．
．
・
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
し
た
，

騨爵

艶畑

、懇

問隔を開けて肥料と共に植えつけられた

ウドの苗「早く大きくなれよ」

4

鼓笛演奏もテントの中で「残念！」

　
松
之
山
部
落
の
秋
祭
り
が
九
月

三
日
・
三
日
と
行
わ
れ
、
二
日
の

午
後
に
は
子
供
た
ち
か
ら
大
人
ま

で
の
“
み
こ
し
行
列
”
、
松
之
山

小
学
校
の
児
童
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
、

松
之
山
中
学
校
生
徒
の
フ
ラ
ス
バ

ン
ド
演
奏
な
ど
が
、
ま
た
、
夜
に

は
大
花
火
大
会
が
行
わ
れ
る
な
ど

し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
二
日
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

模
様
の
天
気
で
、
お
み
．
し
し
の
出

発
す
る
頃
か
ら
降
ゆ
出
し
た
雨
が

途
中
力
ら
段
々
強
ぐ
な
り
、
予
定

の
半
分
は
ど
で
行
進
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鼓
笛
隊

や
フ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
も
、
農

協
前
の
テ
ン
ト
の
中
と
、
本
当
に

恨
め
し
い
雨
で
し
た
。

　
そ
の
雨
も
夜
に
は
止
み
、
計
画

し
て
い
た
大
花
火
大
会
も
予
定
通

り
打
ち
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
部
落

の
万
た
ち
は
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

し
た
。
三
日
の
臼
は
公
く
云
堂
で
大

演
芸
大
会
も
催
さ
れ
、
取
り
入
れ

r
』

せっかくの“おみこし“も雨でぴしょ

ぬれ、ハッピ姿はカッコイイのにね！

●
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佐
藤
美
穂
さ
ん
（
松
之
山
中
三
年
）

　
　
　
　
が
郡
代
表
に
！

　
県
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、
日

頃
考
え
て
い
る
事
や
体
験
・
清
新

か
つ
建
設
的
な
意
見
を
発
表
し
て

も
ら
う
、
第
十
回
県
少
年
の
主
張

東
頸
城
地
区
大
会
が
、
九
月
十
二

日
午
後
、
松
之
山
中
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
郡
代
表
に
松
之
山
中

学
校
三
年
生
の
佐
藤
美
穂
さ
ん
が郡代表に選ばれた佐藤美穂さん

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
郡
大
会
に
は
、
郡
内
各
中

学
校
か
ら
二
名
づ
つ
の
十
四
名
が

発
表
に
立
ち
、
五
分
問
ほ
ど
の
持

ち
時
問
で
主
張
を
行
い
ま
し
た
。

　
郡
代
表
と
な
っ
た
佐
藤
美
穂
さ

ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
」
と
い
う
題
で
、
夏
休
み
中
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
感

じ
た
事
、
こ
れ
か
ら
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
事
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
県
大
会
は
九
月
二
十
三

日
に
新
発
田
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

郡
大
会
の
成
績

▼
最
優
秀
賞
　
佐
藤
美
穂
（
松
之

山
中
三
年
）

▼
優
秀
賞
　
岡
　
華
世
（
安
塚
中

　
二
年
）
▼
優
秀
賞
　
石
塚
健
太

　
（
大
島
中
二
年
）

▼
奨
励
賞
　
　
　
　
　
（
浦
田
中

　
三
年
）
・
小
口
悟
志
（
松
之
山

　
中
三
年
）
？
南
雲
広
美
（
浦
田

　
中
二
年
）
外
八
名

坂ロ安吾まつり

のご案内

　
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
「
坂
口

安
吾
」
の
文
学
記
念
碑
が
、
多
く

の
方
々
の
f
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

て
か
ら
三
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
坂
日
安
吾
ま
つ
り
に
は
、

上
越
教
育
大
の
相
馬
正
一
教
授
を

招
い
て
の
記
念
講
演
会
や
文
学
パ

ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
二

回
目
と
な
る
今
年
の
安
吾
ま
つ
り

は
、
十
月
二
十
日
の
金
曜
日
に
、

大
河
内
昭
爾
氏
（
武
蔵
野
女
子
大

学
学
長
．
紀
伊
国
屋
「
食
の
文
学

館
」
編
集
長
）
を
招
い
て
実
施
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
H
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
次

松之山小学校前にひづそり停む
坂口安吾文学記念碑

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
実
施
日
　
十
月
二
十
日
（
金
）

・
記
念
講
演

　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
四
十
五

　
　
分

　
講
師
　
大
河
内
昭
爾
氏

　
会
場
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校

o
散
策

　
　
午
前
十
一
時
四
十
五
分
～
十

　
　
二
時
三
十
分

　
ゆ
か
り
の
寺
「
陽
広
寺
」
・
安

　
吾
碑
・
大
棟
山
博
物
館

o
昼
食
パ
ー
テ
ィ

　
　
午
後
0
時
三
十
分
～
二
時

　
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
手
打
ち
そ
ば
実
演
と
き

　
　
　
　
の
こ
料
理
・
そ
し
て
地

　
　
　
　
酒
三
酒
の
会

※
昼
食
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
さ
れ
る

　
方
の
み
、
会
費
二
、
五
〇
〇
円

　
必
要
（
当
日
納
入
）

　
な
お
、
記
念
講
演
だ
け
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
　
一
人
で
も

多
く
の
方
か
ら
出
席
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

潔ノ
＼＼ノ

＼

「
…
、
奪
、
…
、
…
、
、
…
奪
磐
碁
“
哉
誘
バ
、
懲
ヨ
ほ
撚
慰
傑
讃
、
、
撚
ほ
蛙
“
崩
蓑
碁
頃
蓋
一
難
鷺
餐
韻
製
麟
離

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　㎜幽　　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　助

一
㎜一

　
「
き
っ
と
何
か
を
得
て
帰
え
れ

る
は
ず
だ
よ
四

　
私
が
こ
の
夏
休
み
に
堀
之
内
に

あ
る
精
神
薄
弱
者
施
設
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

そ
れ
を
す
す
め
て
く
れ
た
お
じ
の

言
葉
で
す
。

　
松
之
山
中
学
校
で
は
、
一
昨
年

よ
り
、
生
徒
会
活
動
の
一
つ
と
し

て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く

ら
園
」
を
慰
問
し
て
い
ま
す
。
私

は
何
度
か
訪
問
し
て
い
る
う
ち
に

も
っ
と
違
っ
た
施
設
に
も
行
っ
て

み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
「
ほ
く
ら
園
」
を

訪
問
す
る
前
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う

に
、
今
回
の
場
合
も
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
人

が
入
所
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
り
実
行
出
来
ま
せ

　
　
　
ま
ま
い
っ
た
ら
経
験
出
来

　
　
　
な
く
な
る
と
思
い
、
中
学

　
　
　
最
後
の
今
年
、
勇
気
を
出

　
　
　
し
、
お
じ
の
勤
め
る
精
薄

　
　
　
施
設
の
手
伝
い
に
行
か
せ

　
　
　
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の

　
　
　
で
す
．

　
　
　
　
こ
の
施
設
に
は
、
十
八

歳
以
上
で
他
の
人
の
介
助
が
な
け

れ
ば
生
活
で
き
な
い
人
が
五
十
人

く
ら
い
入
所
し
て
い
ま
し
た
。

の
呼
で
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
返
事

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
、

そ
ば
に
い
た
職
員
の
方
が
本
当
に

自
然
に
話
し
相
手
に
な
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
「
ど
う
し

て
こ
ん
な
ふ
う
に
で
き
る
ん
だ
ろ

う
凶
と
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
自
然

な
や
り
と
り
が
理
解
で
き
な
い
で

い
る
私
に
職
員
は
「
あ
の
人
達
は
・

あ
の
人
達
な
り
に
充
実
し
た
生
活

を
送
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を
し
て

松
之
山
中
学
校
三
年
佐
藤
美
穂

　
私
が
施
設
に
つ
い
た
の
は
朝
の

九
時
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
っ
て
い
る

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

自
分
た
ち
が
植
え
た
野
菜
の
収
穫

や
び
ん
詰
め
な
ど
の
食
品
加
工
の

仕
事
で
す
。
私
は
え
だ
豆
の
収
穫

を
手
伝
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

作
業
中
突
然
、
意
味
の
な
い
話
し

を
か
け
て
く
る
の
で
す
。
　
「
何
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
．
．
．
一
、
っ
て
、
る

よ
凶
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
私
は
食
事
の
時
意
識

し
て
離
れ
て
座
っ
て
し
ま
い
、
ご

は
ん
も
や
っ
と
ノ
ド
を
通
る
状
態

で
し
た
。
ま
た
、
入
所
者
の
N
さ

ん
に
お
菓
子
を
す
す
め
ら
れ
て
も

食
べ
る
気
に
も
な
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
時
、
言
葉
が
は
っ
き

り
せ
ず
、
自
分
の
意
志
を
伝
え
る

こ
と
も
で
き
な
い
人
と
女
性
の
職

て
い
る
光
景
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

「
職
員
の
髪
を
縛
っ
て
あ
る
ゴ
ム

を
は
ず
そ
う
と
す
る
入
所
者
と
そ

れ
を
は
ず
さ
せ
ま
い
と
す
る
職
員
」

私
は
そ
れ
を
見
て
ド
キ
ッ
と
し
ま

し
た
。
障
害
を
も
つ
人
を
特
別
な

目
で
見
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
毎
H
の
生
活
の
中
で

「
人
問
は
み
ん
な
平
等
」
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
友
達
同
志
な
の
に
身
体
的

な
欠
点
を
口
に
し
て
傷
つ
け
合
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
職
員
が

「
何
で
人
間
は
見
て
く
れ
だ
け
で

何
で
も
判
断
し
ち
ゃ
う
の
か
ね
」

と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。
見
て

く
れ
だ
け
で
判
断
す
る
と
い
う
の

は
、
人
問
を
差
別
し
平
等
で
は
な

く
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ほ
く

ら
園
の
お
年
寄
り
が
「
年
寄
り
は

見
た
目
が
悪
い
か
ら
嫌
だ
ろ
う
ね
」

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　
「
人
間
は
み
ん
な
平
等
な
ん
だ
」

私
が
見
た
職
員
と
入
所
者
の
あ
の

自
然
な
心
の
交
流
が
こ
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
は
「
人

藷
留
稲
襟
護
鯵
㎜

決
め
ま
し
た
．

　
施
設
の
職
員
の
何
人
か
の
方
に

「
将
来
、
こ
う
い
う
仕
事
に
つ
く

留
鯨
讐
曇
擬
㎜

に
い
た
私
で
す
が
・
何
か
心
の
中
㎜

に
芽
生
え
て
い
る
こ
と
ま
確
か
で
　
㈲

す
・
社
会
生
活
の
中
で
粂
が
・
㎜

施
設
の
職
員
の
人
達
の
よ
う
な
気
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

激
が
持
権
の
中
に
な
る
と
㎜

し
し
な
と
思
し
ま
す
。

惣
離
鉱

く
て
ご
め
ん
な
さ
い
．
今
度
訪
問
㎜

し
た
時
は
、
喜
ん
で
ご
ち
そ
う
に
　
｝
一

な
り
た
い
と
田
心
い
ま
す
．
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一一四

ぎ
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ー
ー
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佐
藤
美
穂
さ
ん
（
松
之
山
中
三
年
）

　
　
　
　
が
郡
代
表
に
！

　
県
内
の
中
学
生
を
対
象
に
、
日

頃
考
え
て
い
る
事
や
体
験
・
清
新

か
つ
建
設
的
な
意
見
を
発
表
し
て

も
ら
う
、
第
十
回
県
少
年
の
主
張

東
頸
城
地
区
大
会
が
、
九
月
十
二

日
午
後
、
松
之
山
中
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
、
郡
代
表
に
松
之
山
中

学
校
三
年
生
の
佐
藤
美
穂
さ
ん
が郡代表に選ばれた佐藤美穂さん

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
郡
大
会
に
は
、
郡
内
各
中

学
校
か
ら
二
名
づ
つ
の
十
四
名
が

発
表
に
立
ち
、
五
分
問
ほ
ど
の
持

ち
時
問
で
主
張
を
行
い
ま
し
た
。

　
郡
代
表
と
な
っ
た
佐
藤
美
穂
さ

ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
」
と
い
う
題
で
、
夏
休
み
中
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
感

じ
た
事
、
こ
れ
か
ら
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
事
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
県
大
会
は
九
月
二
十
三

日
に
新
発
田
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

郡
大
会
の
成
績

▼
最
優
秀
賞
　
佐
藤
美
穂
（
松
之

山
中
三
年
）

▼
優
秀
賞
　
岡
　
華
世
（
安
塚
中

　
二
年
）
▼
優
秀
賞
　
石
塚
健
太

　
（
大
島
中
二
年
）

▼
奨
励
賞
　
　
　
　
　
（
浦
田
中

　
三
年
）
・
小
口
悟
志
（
松
之
山

　
中
三
年
）
？
南
雲
広
美
（
浦
田

　
中
二
年
）
外
八
名

坂ロ安吾まつり

のご案内

　
松
之
山
ゆ
か
り
の
文
豪
「
坂
口

安
吾
」
の
文
学
記
念
碑
が
、
多
く

の
方
々
の
f
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

て
か
ら
三
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
坂
日
安
吾
ま
つ
り
に
は
、

上
越
教
育
大
の
相
馬
正
一
教
授
を

招
い
て
の
記
念
講
演
会
や
文
学
パ

ー
テ
ィ
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
二

回
目
と
な
る
今
年
の
安
吾
ま
つ
り

は
、
十
月
二
十
日
の
金
曜
日
に
、

大
河
内
昭
爾
氏
（
武
蔵
野
女
子
大

学
学
長
．
紀
伊
国
屋
「
食
の
文
学

館
」
編
集
長
）
を
招
い
て
実
施
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
H
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
次

松之山小学校前にひづそり停む
坂口安吾文学記念碑

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
実
施
日
　
十
月
二
十
日
（
金
）

・
記
念
講
演

　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
四
十
五

　
　
分

　
講
師
　
大
河
内
昭
爾
氏

　
会
場
　
安
塚
高
校
松
之
山
分
校

o
散
策

　
　
午
前
十
一
時
四
十
五
分
～
十

　
　
二
時
三
十
分

　
ゆ
か
り
の
寺
「
陽
広
寺
」
・
安

　
吾
碑
・
大
棟
山
博
物
館

o
昼
食
パ
ー
テ
ィ

　
　
午
後
0
時
三
十
分
～
二
時

　
会
場
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
手
打
ち
そ
ば
実
演
と
き

　
　
　
　
の
こ
料
理
・
そ
し
て
地

　
　
　
　
酒
三
酒
の
会

※
昼
食
パ
ー
テ
ィ
に
出
席
さ
れ
る

　
方
の
み
、
会
費
二
、
五
〇
〇
円

　
必
要
（
当
日
納
入
）

　
な
お
、
記
念
講
演
だ
け
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
　
一
人
で
も

多
く
の
方
か
ら
出
席
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

潔ノ
＼＼ノ

＼

「
…
、
奪
、
…
、
…
、
、
…
奪
磐
碁
“
哉
誘
バ
、
懲
ヨ
ほ
撚
慰
傑
讃
、
、
撚
ほ
蛙
“
崩
蓑
碁
頃
蓋
一
難
鷺
餐
韻
製
麟
離
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「
き
っ
と
何
か
を
得
て
帰
え
れ

る
は
ず
だ
よ
四

　
私
が
こ
の
夏
休
み
に
堀
之
内
に

あ
る
精
神
薄
弱
者
施
設
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

そ
れ
を
す
す
め
て
く
れ
た
お
じ
の

言
葉
で
す
。

　
松
之
山
中
学
校
で
は
、
一
昨
年

よ
り
、
生
徒
会
活
動
の
一
つ
と
し

て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く

ら
園
」
を
慰
問
し
て
い
ま
す
。
私

は
何
度
か
訪
問
し
て
い
る
う
ち
に

も
っ
と
違
っ
た
施
設
に
も
行
っ
て

み
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
け
れ
ど
「
ほ
く
ら
園
」
を

訪
問
す
る
前
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う

に
、
今
回
の
場
合
も
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
人

が
入
所
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
り
実
行
出
来
ま
せ

　
　
　
ま
ま
い
っ
た
ら
経
験
出
来

　
　
　
な
く
な
る
と
思
い
、
中
学

　
　
　
最
後
の
今
年
、
勇
気
を
出

　
　
　
し
、
お
じ
の
勤
め
る
精
薄

　
　
　
施
設
の
手
伝
い
に
行
か
せ

　
　
　
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の

　
　
　
で
す
．

　
　
　
　
こ
の
施
設
に
は
、
十
八

歳
以
上
で
他
の
人
の
介
助
が
な
け

れ
ば
生
活
で
き
な
い
人
が
五
十
人

く
ら
い
入
所
し
て
い
ま
し
た
。

の
呼
で
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
返
事

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
、

そ
ば
に
い
た
職
員
の
方
が
本
当
に

自
然
に
話
し
相
手
に
な
っ
て
い
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
「
ど
う
し

て
こ
ん
な
ふ
う
に
で
き
る
ん
だ
ろ

う
凶
と
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
自
然

な
や
り
と
り
が
理
解
で
き
な
い
で

い
る
私
に
職
員
は
「
あ
の
人
達
は
・

あ
の
人
達
な
り
に
充
実
し
た
生
活

を
送
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
を
し
て

松
之
山
中
学
校
三
年
佐
藤
美
穂

　
私
が
施
設
に
つ
い
た
の
は
朝
の

九
時
、
そ
れ
ぞ
れ
が
決
っ
て
い
る

作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

自
分
た
ち
が
植
え
た
野
菜
の
収
穫

や
び
ん
詰
め
な
ど
の
食
品
加
工
の

仕
事
で
す
。
私
は
え
だ
豆
の
収
穫

を
手
伝
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

作
業
中
突
然
、
意
味
の
な
い
話
し

を
か
け
て
く
る
の
で
す
。
　
「
何
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
．
．
．
一
、
っ
て
、
る

よ
凶
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
私
は
食
事
の
時
意
識

し
て
離
れ
て
座
っ
て
し
ま
い
、
ご

は
ん
も
や
っ
と
ノ
ド
を
通
る
状
態

で
し
た
。
ま
た
、
入
所
者
の
N
さ

ん
に
お
菓
子
を
す
す
め
ら
れ
て
も

食
べ
る
気
に
も
な
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
時
、
言
葉
が
は
っ
き

り
せ
ず
、
自
分
の
意
志
を
伝
え
る

こ
と
も
で
き
な
い
人
と
女
性
の
職

て
い
る
光
景
が
目
に
入
り
ま
し
た
。

「
職
員
の
髪
を
縛
っ
て
あ
る
ゴ
ム

を
は
ず
そ
う
と
す
る
入
所
者
と
そ

れ
を
は
ず
さ
せ
ま
い
と
す
る
職
員
」

私
は
そ
れ
を
見
て
ド
キ
ッ
と
し
ま

し
た
。
障
害
を
も
つ
人
を
特
別
な

目
で
見
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
毎
H
の
生
活
の
中
で

「
人
問
は
み
ん
な
平
等
」
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
友
達
同
志
な
の
に
身
体
的

な
欠
点
を
口
に
し
て
傷
つ
け
合
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
職
員
が

「
何
で
人
間
は
見
て
く
れ
だ
け
で

何
で
も
判
断
し
ち
ゃ
う
の
か
ね
」

と
つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。
見
て

く
れ
だ
け
で
判
断
す
る
と
い
う
の

は
、
人
問
を
差
別
し
平
等
で
は
な

く
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ほ
く

ら
園
の
お
年
寄
り
が
「
年
寄
り
は

見
た
目
が
悪
い
か
ら
嫌
だ
ろ
う
ね
」

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　
「
人
間
は
み
ん
な
平
等
な
ん
だ
」

私
が
見
た
職
員
と
入
所
者
の
あ
の

自
然
な
心
の
交
流
が
こ
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
は
「
人

藷
留
稲
襟
護
鯵
㎜

決
め
ま
し
た
．

　
施
設
の
職
員
の
何
人
か
の
方
に

「
将
来
、
こ
う
い
う
仕
事
に
つ
く

留
鯨
讐
曇
擬
㎜

に
い
た
私
で
す
が
・
何
か
心
の
中
㎜

に
芽
生
え
て
い
る
こ
と
ま
確
か
で
　
㈲

す
・
社
会
生
活
の
中
で
粂
が
・
㎜

施
設
の
職
員
の
人
達
の
よ
う
な
気
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

激
が
持
権
の
中
に
な
る
と
㎜

し
し
な
と
思
し
ま
す
。

惣
離
鉱

く
て
ご
め
ん
な
さ
い
．
今
度
訪
問
㎜

し
た
時
は
、
喜
ん
で
ご
ち
そ
う
に
　
｝
一

な
り
た
い
と
田
心
い
ま
す
．
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

一一四

ぎ
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
紅
r
ー
紅
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
…
ー
ー
…
ー
ー
し
O



ー
ゆ
≒
ー

鳥
追
い
地
蔵

　
私
た
ち
の
身
近
に
あ
っ
て
、
も

っ
と
も
親
し
ま
れ
て
き
た
仏
は
お

地
蔵
さ
ん
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

い
る
。
　
「
左
手
に
宝
珠
を
、
右
手

　
と
く
し
し
う
　
　
　
　
ま
メ
ハ
　
し
ヨ
レ
ゆ
の

に
錫
杖
を
持
し
、
イ
葉
の
背
逓
華

に
安
座
す
」
る
姿
や
合
掌
像
は
、

鉄
仏
・
木
仏
・
石
仏
の
違
い
は
あ

っ
て
も
、
お
寺
や
堂
で
、
墓
地
や

路
傍
で
い
つ
も
私
た
ち
に
何
か
を

語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
え
ム
　
と

る
。
こ
の
お
地
蔵
は
閻
魔
王
の
本

地
仏
と
い
わ
れ
、
常
に
六
道
を
め

ぐ
っ
て
衆
生
を
救
い
、
極
楽
へ
と

導
い
て
く
れ
る
。
寺
や
墓
地
な
ど

に
並
ぶ
六
地
蔵
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ま
た
墓
．
石
に
は
、
　
一
つ
の
石
に

二
体
の
お
地
蔵
を
並
べ
て
彫
っ
た

も
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
子
供
を

亡
く
し
た
親
が
、
一
人
旅
で
は
淋

し
か
ろ
う
と
、
－
地
蔵
と
と
も
に
供

養
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
町
内
に
は

ほ
か
に
も
．
r
安
地
蔵
や
子
育
地
蔵

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
た
地
蔵
信

仰
は
、
身
近
な
仏
と
し
て
い
つ
も

子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
と
い

え
る
。

　
庶
民
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ
た
江

戸
時
代
に
は
、
各
地
で
．
願
か
け
地

蔵
が
多
く
な
っ
た
。
水
を
か
け
て

願
い
ご
と
を
す
る
と
か
な
え
て
く

れ
る
水
か
け
地
蔵
な
ど
は
そ
の
一

例
で
あ
る
。

　
む
か
し
兎
口
に
霊
験
あ
ら
た
か

な
鳥
追
い
地
蔵
が
あ
っ
た
。
　
一
寸

三
分
と
も
一
寸
八
分
と
も
い
わ
れ

る
こ
の
地
蔵
は
、
黄
金
の
お
地
蔵

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
真
偽
は

別
と
し
て
、
田
畑
を
鳥
の
害
か
ら

守
る
地
蔵
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
た

　
頸
城
郡
松
塀
山
組
浦
閏
口
村
枝

　
兎
口
地
内
む
く
坂
と
申
す
所
字

　
に
、
先
年
は
金
仏
の
地
蔵
菩
薩

　
の
尊
像
を
安
置
し
こ
れ
あ
り
。

　
右
地
蔵
菩
薩
を
む
く
地
蔵
と
唱

　
え
来
り
申
し
候
。

　
む
か
し
は
当
郷
に
鳥
付
き
、
作

　
毛
荒
ら
し
候
時
あ
り
。
こ
の
地

　
蔵
菩
薩
御
出
で
追
い
払
い
な
さ

　
れ
候
内
に
て
、
む
か
し
よ
り
鳥

　
追
い
地
蔵
と
も
諸
人
申
し
伝
え
、

　
甚
だ
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
地
蔵

鳥追い地蔵（約50cm）

尊
像
こ
れ
あ
る
所
に
、
そ
の
後

　
　
　
あ

盗
難
に
逢
い
右
尊
像
紛
失
仕
り
、

只
今
は
こ
れ
無
き
に
つ
き
こ
の

度
諸
方
の
他
力
を
以
て
地
蔵
菩

薩
の
尊
像
を
建
立
奉
り
た
く
、

右
奉
賀
に
罷
り
出
で
候
ゆ
え
御

志
次
第
に
、
一
銭
二
銭
た
り
と

も，

奉
賀
の
儀
頼
み
上
げ
申
し
候
。

　
　
　
　
　
　
浦
旧
口
村
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
兎
　
口

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

　
　
　
正
月
日

　
い
ま
兎
口
の
十
二
神
社
に
は
、

こ
の
時
の
奉
賀
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
二
代
目
鳥
追
い
地
蔵
尊
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
像
高
約
五
十
セ

ン
チ
、
木
像
で
あ
る
。
し
か
し
地

蔵
の
霊
験
は
変
わ
ら
ず
、
松
之
山

郷
は
も
ち
ろ
ん
、
参
詣
人
は
魚
沼

郷
か
ら
も
足
を
運
ん
だ
と
い
い
、

「
南
無
鳥
追
地
蔵
尊
守
護
之
札
」

を
請
け
て
帰
っ
た
と
い
う
。
こ
の

お
札
を
田
の
畦
や
畑
に
下
げ
る
と

そ
の
年
は
鳥
の
害
が
な
か
っ
た
と

い
う
。
昭
和
十
年
の
「
御
札
受
人

名
覚
」
に
は
遠
く
長
野
県
か
ら
お

札
を
請
け
に
き
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
戦
中
戦
後
は
お
札

の
発
行
も
激
減
し
、
い
ま
は
世
相

　
　
　
　
と
　
ま
と

の
変
化
に
戸
惑
い
な
が
ら
出
番
を

失
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
文
責
　
久
保
田
達
司

⑰

鳥追い地蔵が安置してある

兎口部落の十二神社

織
！＼

融

廻　ひ　　ド　文
　一　ざワ
萄翰

　
　
ぐ
　
　
乏

．
麟
遜
郷
差

も弟

鳥追いに使われたお札

動運
防予災火季

日10月26日～11月1
秋

お
と
な
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あ
げ
る
安
心

　
こ
の
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は
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火
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が
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を
迎
え
る
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、
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一
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ひ
と
り
の
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意
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の
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揚
を
図
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、
火
災
に
よ
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
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を
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こ
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を
目
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と
し
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い
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。
・

　
火
災
の
大
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不
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起
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す
。

「
我
が
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ら
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を
出
さ
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い
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を
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に
次
の
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に
充
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意

し
ま
し
ょ
う
。
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囲
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。
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鳥
追
い
地
蔵

　
私
た
ち
の
身
近
に
あ
っ
て
、
も

っ
と
も
親
し
ま
れ
て
き
た
仏
は
お

地
蔵
さ
ん
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

い
る
。
　
「
左
手
に
宝
珠
を
、
右
手

　
と
く
し
し
う
　
　
　
　
ま
メ
ハ
　
し
ヨ
レ
ゆ
の

に
錫
杖
を
持
し
、
イ
葉
の
背
逓
華

に
安
座
す
」
る
姿
や
合
掌
像
は
、

鉄
仏
・
木
仏
・
石
仏
の
違
い
は
あ

っ
て
も
、
お
寺
や
堂
で
、
墓
地
や

路
傍
で
い
つ
も
私
た
ち
に
何
か
を

語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
え
ム
　
と

る
。
こ
の
お
地
蔵
は
閻
魔
王
の
本

地
仏
と
い
わ
れ
、
常
に
六
道
を
め

ぐ
っ
て
衆
生
を
救
い
、
極
楽
へ
と

導
い
て
く
れ
る
。
寺
や
墓
地
な
ど

に
並
ぶ
六
地
蔵
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ま
た
墓
．
石
に
は
、
　
一
つ
の
石
に

二
体
の
お
地
蔵
を
並
べ
て
彫
っ
た

も
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
子
供
を

亡
く
し
た
親
が
、
一
人
旅
で
は
淋

し
か
ろ
う
と
、
－
地
蔵
と
と
も
に
供

養
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
町
内
に
は

ほ
か
に
も
．
r
安
地
蔵
や
子
育
地
蔵

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
た
地
蔵
信

仰
は
、
身
近
な
仏
と
し
て
い
つ
も

子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
き
た
と
い

え
る
。

　
庶
民
信
仰
が
盛
ん
と
な
っ
た
江

戸
時
代
に
は
、
各
地
で
．
願
か
け
地

蔵
が
多
く
な
っ
た
。
水
を
か
け
て

願
い
ご
と
を
す
る
と
か
な
え
て
く

れ
る
水
か
け
地
蔵
な
ど
は
そ
の
一

例
で
あ
る
。

　
む
か
し
兎
口
に
霊
験
あ
ら
た
か

な
鳥
追
い
地
蔵
が
あ
っ
た
。
　
一
寸

三
分
と
も
一
寸
八
分
と
も
い
わ
れ

る
こ
の
地
蔵
は
、
黄
金
の
お
地
蔵

で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
真
偽
は

別
と
し
て
、
田
畑
を
鳥
の
害
か
ら

守
る
地
蔵
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
た

　
頸
城
郡
松
塀
山
組
浦
閏
口
村
枝

　
兎
口
地
内
む
く
坂
と
申
す
所
字

　
に
、
先
年
は
金
仏
の
地
蔵
菩
薩

　
の
尊
像
を
安
置
し
こ
れ
あ
り
。

　
右
地
蔵
菩
薩
を
む
く
地
蔵
と
唱

　
え
来
り
申
し
候
。

　
む
か
し
は
当
郷
に
鳥
付
き
、
作

　
毛
荒
ら
し
候
時
あ
り
。
こ
の
地

　
蔵
菩
薩
御
出
で
追
い
払
い
な
さ

　
れ
候
内
に
て
、
む
か
し
よ
り
鳥

　
追
い
地
蔵
と
も
諸
人
申
し
伝
え
、

　
甚
だ
霊
験
あ
ら
た
か
な
る
地
蔵

鳥追い地蔵（約50cm）

尊
像
こ
れ
あ
る
所
に
、
そ
の
後

　
　
　
あ

盗
難
に
逢
い
右
尊
像
紛
失
仕
り
、

只
今
は
こ
れ
無
き
に
つ
き
こ
の

度
諸
方
の
他
力
を
以
て
地
蔵
菩

薩
の
尊
像
を
建
立
奉
り
た
く
、

右
奉
賀
に
罷
り
出
で
候
ゆ
え
御

志
次
第
に
、
一
銭
二
銭
た
り
と

も，

奉
賀
の
儀
頼
み
上
げ
申
し
候
。

　
　
　
　
　
　
浦
旧
口
村
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
兎
　
口

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

　
　
　
正
月
日

　
い
ま
兎
口
の
十
二
神
社
に
は
、

こ
の
時
の
奉
賀
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
二
代
目
鳥
追
い
地
蔵
尊
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
像
高
約
五
十
セ

ン
チ
、
木
像
で
あ
る
。
し
か
し
地

蔵
の
霊
験
は
変
わ
ら
ず
、
松
之
山

郷
は
も
ち
ろ
ん
、
参
詣
人
は
魚
沼

郷
か
ら
も
足
を
運
ん
だ
と
い
い
、

「
南
無
鳥
追
地
蔵
尊
守
護
之
札
」

を
請
け
て
帰
っ
た
と
い
う
。
こ
の

お
札
を
田
の
畦
や
畑
に
下
げ
る
と

そ
の
年
は
鳥
の
害
が
な
か
っ
た
と

い
う
。
昭
和
十
年
の
「
御
札
受
人

名
覚
」
に
は
遠
く
長
野
県
か
ら
お

札
を
請
け
に
き
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
だ
が
戦
中
戦
後
は
お
札

の
発
行
も
激
減
し
、
い
ま
は
世
相

　
　
　
　
と
　
ま
と

の
変
化
に
戸
惑
い
な
が
ら
出
番
を

失
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
文
責
　
久
保
田
達
司

⑰

鳥追い地蔵が安置してある
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お
と
な
り
に

　
　
　
あ
げ
る
安
心

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
に
よ
る

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
・

　
火
災
の
大
半
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

「
我
が
家
か
ら
火
を
出
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
次
の
点
に
充
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
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ど
き
は
、
そ
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の
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を
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な
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の
囲
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に
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え
や
す
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も
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を
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の
窒
だ
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を
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な
い
。

Q
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

層、’

巡
②

・
ζ

　
　
　
　
受

グ

　グ

“半鐘は朝7時と

夕方6時に鳴ります。

川

柳

台
風
と
別
に
名
雄
ふ
っ
と
消
え

ダ
イ
エ
ッ
ト
希
望
に
胃
袋
承
知
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
倉

俳
句

　
　
親
不
知
市
振
行

や
ま
ん
は

山
姥
の
里
の
狭
間
に
稲
の
花

　
　
　
　
　
　
　
つ
く
ろ

ラ
ジ
オ
聴
き
綱
を
繕
ふ
日
焼
漁
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

草
村
正
孝

谷
鈴
木
俊
一

上
尾
の
宿
一
人
雨
月
く
や
み
酒

利
根
川
の
荒
瀬
も
黒
く
無
月
か
な

刈
取
の
手
先
な
や
ま
す
雨
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
音
寺

命
日
の
お
ハ
ギ
に
炊
か
む
新
小
豆

秋
彼
岸
つ
り
ふ
ね
草
の
道
細
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

爆
笑
の
あ
が
り
て
児
童
ス
イ
カ
割
り

日
よ
け
に
と
植
え
し
朝
顔
丈
伸
び
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
越

曼
珠
沙
華
ロ
ー
カ
ル
線
の
錆
出
で
し

束
の
間
や
視
野
奪
わ
れ
て
稲
架
並
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

滝
沢
流
石

高
沢
ひ
で
女

佐
藤
民
子

井
部
朝
女

●



ー
O
卜
寸
ー

●

皆さんからのお便りをお待ちして

お
答
え
し
ま
す
”
松
之
山
町
議
会

の
定
例
会
が
年
四
回
（
三
・
六
・

九
．
卜
二
月
）
開
催
さ
れ
、
そ
の

ほ
か
に
臨
時
会
が
何
回
か
開
か
れ

ま
す
が
、
そ
の
定
例
会
の
時
、
】

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
議

会
は
町
の
決
議
機
関
で
す
し
、
町

長
以
ド
行
政
が
執
行
機
関
と
い
う

事
で
す
が
、
町
議
会
議
員
が
執
行

部
の
町
長
に
行
政
の
在
り
方
、
考

え
方
、
そ
の
他
に
つ
い
て
質
す
の

が
｝
般
質
問
と
い
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
詳
細
な
説
明
員
と

　町議会の一般質問というの

は、どのようにして行われる

のですか。

松之山部落一青年

轡

し
て
各
課
長
・
教
育
長
な
ど
必
要

な
職
員
を
、
議
長
が
議
会
に
出
席

を
求
め
ま
す
。

　
一
般
質
問
を
す
る
議
員
は
、
質

問
の
要
旨
な
ど
詳
細
な
質
問
事
項

を
記
し
た
｝
般
質
問
通
告
書
を
、

議
長
に
提
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

議
事
の
整
理
と
明
解
な
答
弁
を
求

め
る
為
に
、
事
前
に
出
す
も
の
で

す
。
議
長
は
そ
の
通
告
書
を
執
行

部
に
渡
し
、
執
行
部
で
は
議
会
ま

で
に
検
討
を
加
え
て
、
議
会
当
日

答
弁
す
る
も
の
で
す
。

9月定例議会において議員さんが

　　　　　　　　　　一般質問をしている所

旧
月
m
日
は

　
　
　
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

　
四
卜
歳
を
す
ぎ
て
、
物
が
見
づ

ら
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
た
と
き

に
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
眼
科
に
行
く

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
老
眼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
頭

か
ら
決
め
つ
け
ず
に
、
き
ち
ん
と

し
た
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
目
だ
け
の
病
気
だ
と
ば
か
り
思

っ
て
い
た
ら
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

な
ど
の
成
人
病
の
合
併
症
だ
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
｝
方
、
目
の
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人
病
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
で
は
、
成
人
病
と
、
そ
の
影
響

を
受
け
や
す
い
目
の
関
係
に
つ
い

て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
眼
に
影
響
を
及
ぽ
す
成
人
病

o
糖
尿
病
性
綱
膜
症

　
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
、

綱
膜
の
毛
細
血
管
に
小
さ
な
こ
ぶ

が
で
き
、
血
管
が
い
た
み
、
血
液

中
の
成
分
が
も
れ
て
、
し
み
伏
、

ま
だ
ら
状
の
出
血
が
お
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
ぶ
　
）
　
　
、

　
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

血
液
の
流
れ
な
い
区
域
が
広
が
り
、

綱
膜
へ
の
栄
養
補
給
が
絶
え
て
し

ま
う
た
め
、
失
明
し
て
し
ま
う
こ

と
す
ら
あ
り
ま
す
。
　
・

○
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
と
眼

　
高
血
圧
の
方
は
眼
の
血
管
が
動

脈
硬
化
を
お
こ
し
、
切
れ
た
り
細

く
な
っ
た
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
う
な
る
と
眼
の
中
に
出
血
や
白

は
ん
，
斑
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

出
血
が
多
く
な
り
視
力
が
落
ち
、

霧
の
中
で
物
を
見
て
い
る
よ
う
な

状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
大
切
な
五
感
の
一
つ
で
あ
る
眼

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

　
十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

四
十
歳
か
ら
の
眼
は
”
健
康
の
信

号
”
で
あ
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。
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暖かいご寄付

ありがとうございました

　このほど、松之山町社会福祉協議会に心暖まるご寄付が

ありましたので、紹介させていただきます。

　本当にありがとうございました。

　　〉1金　35，270円

　　松之山町商工会婦人部

　　　（松之山祭り時のチャリティバザー収益金）

　　〉1金100，000円

　　松之山ライオンズクラブ
　　　（結成記念事業の一環として）

（西之前）

窃めでた（幽生）
こうたろう

航太郎ちゃん　南雲　司さんの長男

※9月1日～30日までの届出分です

◎訂正・お詫び

　　9月号の戸籍の窓欄で久保田雅夫さんのお名前が雅雄と

　誤って掲載されていました。また9頁の写真が上下入れ替

　わっていました。訂正してお詫びいたします。

脚

建齢舶伽瘡の
而村索一
蜘磐愈馨
孫牽《鐸熊
滋汐ζζ

　
　
D
）

ワ
’
　
い

．
腕
誕
彫

鍬
勉
努

．
露

訪
ア

覇
、
凝

牌廊曳慧談爾　　
　
　
　
　
迅

　
η
・奮
諺

　
　
　
　
　
　
グ
〆

＝
鼠
ノ
触
、

ご
ま
小
t
マ
／
　
菟

　
　
　
　
　
ノ

賭
マ
芳
＼

餅
擦

有
段
を
め
ざ
し
て

1　　置 1

●●●●
●●）十●
へ●●○

融彊
黒先白死（3手まで）

ダメヅマリをねらいます。

（3分で初段）

詰
碁
の
解
答
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
月
2
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
な
ど
で
役
場
広
報
担

当
ま
で
。
正
解
者
に
は
粗
品
を
進
呈
。
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正
若
久

黒
1
と
ふ
と
こ
ろ
を
広
げ
白
は
黒
の
目
を
防
ぎ
、
白
2
と

置
き
、
黒
は
白
の
目
つ
ぶ
し
を
考
え
黒
3
と
置
き
セ
キ
と

な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
最
初
の
一
手
を
間
違
え
た
方
が

あ
り
ま
し
た
。
色
々
な
手
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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皆さんからのお便りをお待ちして

お
答
え
し
ま
す
”
松
之
山
町
議
会

の
定
例
会
が
年
四
回
（
三
・
六
・

九
．
卜
二
月
）
開
催
さ
れ
、
そ
の

ほ
か
に
臨
時
会
が
何
回
か
開
か
れ

ま
す
が
、
そ
の
定
例
会
の
時
、
】

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
議

会
は
町
の
決
議
機
関
で
す
し
、
町

長
以
ド
行
政
が
執
行
機
関
と
い
う

事
で
す
が
、
町
議
会
議
員
が
執
行

部
の
町
長
に
行
政
の
在
り
方
、
考

え
方
、
そ
の
他
に
つ
い
て
質
す
の

が
｝
般
質
問
と
い
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
詳
細
な
説
明
員
と

　町議会の一般質問というの

は、どのようにして行われる

のですか。

松之山部落一青年

轡

し
て
各
課
長
・
教
育
長
な
ど
必
要

な
職
員
を
、
議
長
が
議
会
に
出
席

を
求
め
ま
す
。

　
一
般
質
問
を
す
る
議
員
は
、
質

問
の
要
旨
な
ど
詳
細
な
質
問
事
項

を
記
し
た
｝
般
質
問
通
告
書
を
、

議
長
に
提
出
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

議
事
の
整
理
と
明
解
な
答
弁
を
求

め
る
為
に
、
事
前
に
出
す
も
の
で

す
。
議
長
は
そ
の
通
告
書
を
執
行

部
に
渡
し
、
執
行
部
で
は
議
会
ま

で
に
検
討
を
加
え
て
、
議
会
当
日

答
弁
す
る
も
の
で
す
。

9月定例議会において議員さんが

　　　　　　　　　　一般質問をしている所

旧
月
m
日
は

　
　
　
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

　
四
卜
歳
を
す
ぎ
て
、
物
が
見
づ

ら
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
た
と
き

に
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
眼
科
に
行
く

こ
と
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お
す
す
め
し
ま
す
。
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し
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っ
た
と
頭

か
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決
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つ
け
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に
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と

し
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検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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だ
け
の
病
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と
ば
か
り
思

っ
て
い
た
ら
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

な
ど
の
成
人
病
の
合
併
症
だ
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
｝
方
、
目
の
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人
病
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
で
は
、
成
人
病
と
、
そ
の
影
響

を
受
け
や
す
い
目
の
関
係
に
つ
い

て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
眼
に
影
響
を
及
ぽ
す
成
人
病

o
糖
尿
病
性
綱
膜
症
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尿
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っ
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綱
膜
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こ
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血
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の
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伏
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ま
だ
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出
血
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こ
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や
す
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な
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す
。
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膜
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。
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。
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よろしく！▼布川保育所全員で～す。
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感
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，
■

　
　
　
玉
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驚

熱

共同募金

10月1日～12月31日

思いやりは

　きっと返ってくる

蜘

停電のお知らせ

》10月19日（木）

　　午後1時～3時まで

》湯之島部落の一部が停電

　　　　一東北電力より一
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　冗侍“布一　照
∫繍沙

　　　　　　　　　　鷲

験

璽1夢，9、

塾璽、悔｛蟻

羅．鱒麟

　　　　　　　　　　／　　。

巳生と自分たちを書きました
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業術ダ防安防　学寺　伝定分組　定1
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編
集
後
記

　
こ
ん
な
に
天
気
の
続
か
な
い
年

は
、
大
変
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

天
じ
ょ
く
相
手
の
農
家
に
と
っ
て

は
、
何
と
も
恨
め
し
い
秋
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
農
作

業
の
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
米
が
出
な
い
、
米
が
出
な
い
」

と
農
協
の
人
が
ぽ
や
い
て
い
ま
し

た
が
、
九
月
末
で
去
年
の
半
分
位

し
か
供
出
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
で

す
。　
し
か
し
、
セ
月
に
な
れ
ば
秋
の

天
気
も
出
る
で
し
ょ
う
。
収
穫
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
寒

く
な
る
前
に
思
い
っ
き
り
や
り
た

い
事
を
や
っ
て
お
き
た
い
も
の
で

す
。
食
べ
過
ぎ
に
は
、
ち
ょ
っ
と

注
意
を
：
：
！

＋
月
｝
日
の
人
口

総
人
口
／
．
二
、
九
四
五
（
＋
三
）

　
男
／
一
、
九
…
一
三
（
＋
一
）

　
女
／
二
、
〇
一
四
（
十
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
九
五
（
▲
一
）

（
）
内
は
九
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
月
号

平
成
元
年
十
月
］
○
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
豊
六
ー
…
二
一
一
二
一

編
集
／
議
会
事
務
局

広報

198911月号（N、165）

㎜
騰
『
．
～

「
み
ん
な
用
意
は
い
い
か
な
あ
」

10

月
1
0
日
は
「
体
育
の
日
」

毎
日
毎
日
雨
ば
か
り
降
っ
て
い
た
の
に
、

こ
の
日
ば
か
り
は
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
。

駅
伝
大
会
や
健
康
マ
ラ
ソ
ン
が

絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
の
中
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
の
よ
う
な
微
笑
ま
し
い
所
も

見
ら
れ
ま
し
た
よ
。


